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流れ図を組み立てる・プログラムの作成の	 	
練習のための教材

　【図3】は、右側に流れ図の部品があり、マウスで
流れ図の部品をドラッグして、左側に移動して、流れ
図を組み立てることができます。【図4】は、左側に
流れ図を表示し、右側のソースコードを 1 行ずつマ
ウスを使って、中央に移動してプログラムを考えるた
めの教材です。最近は、Visual Studio や eclipse の
ようなツールを使ってプログラムを作成することがで
きますが、Web 上で簡単にプログラムの作成の練習
を行うことができるようにこの教材を作成しました。
　こ れ ら の 教 材 は、当 初 は、Adobe Flash の Ac-
tionScript で作成しましたが、現在は JavaScript に
書き換えて使用しています。最大値を求める、合格・
不合格の判定、ユークリッドの互除法など 20 種類ほ
どの基本的な教材を作成しています。

ソースコードと流れ図を対応させる教材

　【図5】は、左側にソースコード、右側に流れ図を
配置し、画面の下の「次へ」のボタンを押すとプログ
ラムを 1 行ずつ実行することができる教材です。ソ
ースコードの位置と流れ図を対応しながら 1 行ずつ
プログラムを実行することが可能です。また、プログ
ラムの中で使用している変数名を画面の左下に配置し、
実行中の変数の値を表示し、変数の値の変化を確認す
ることができます。通常、プログラムはデバッカーを
使用しない限り、実行する途中で停止して動きや変数
の値の変化を確認することができません。

【図3】流れ図を組み立てる練習のための教材

【図4】プログラムの作成の練習のための教材

【図5】ソースコードと流れ図を対応させる教材

　この教材は、もともと Java のアプレットで作成し
ていましたが、作成に時間がかかるため、Flash に書
き換え、今では、JavaScript で実現しています。

まとめ

　学生から、「どのプログラミング言語を学べばよい
ですか？」という質問をよく受けますが、「プログラ
ミング言語に拘る必要はない」と私は答えています。
　私は、学生時代に独学で Fortran を学び、プログ
ラムを作成することに夢中になりました。手や電卓

（まだ、電卓はありませんでした）で計算できないことが、
コンピュータを使うことによって可能になりました。
今は、無料で様々なプログラミング言語を学習できま
すので、どの言語でもよいので、アルゴリズムを自分
で考え、それをソースコードにできる能力が重要だと
私は考えています。

情報科教育のヒント58

　IT 関係の会社を経営している大学の先輩と話をし
たときに、アルゴリズムの話題になりました。少し複
雑な業務の設計をやっていたときにホワイトボードに
流れ図を描いて説明したら、「理系の人はそのように
考えるんですね」と感心していた社員がいた。と話し
ていました。処理の流れを考えるときにアルゴリズム
を考えるのは普通の行為だと思っていましたが、そう
ではないようです。
　東京理科大学は理系の大学ですが、半年間、プログ
ラミングの講義を行い、プログラミング言語の文法を
学習し、プログラムのサンプルを示して学習を行って
も 1割ぐらいの学生は自分でプログラムを作成でき
ません。それに対して、2割ぐらいの学生は、授業の
内容に関係なく、勝手にプログラミングを行うことが
できます。

　例えば、n個の配列に値が入っていて、最大値を求
めるプログラムの例を説明し、それを変更して、最小
値を求めるプログラムを作成することは、ほとんどの
学生はできます。しかし、それを変更して、配列の中
の 2番目に大きい値を求めるプログラムをすぐに作
成できる学生は少ないのが現状です。
　Python やMathematica で は、max やmin の よ
うな関数が用意されていて、最大値や最小値を求める
場合、アルゴリズムを考えてプログラムを作成しなく
ても関数を利用すれば、必要な結果を求めることがで
きます。たとえば、Python では、次の 2行でリスト
の 2番目に大きい値を求めることができます。

list＝［1,4,2,5,3］
sorted（list）［-2］

　しかし、論理的な思考力を養うためにアルゴリズム
を考える場合、簡単に結果を表示できることがよいと
は思えません。また、コンピュータの処理速度がいか
に速くなっても効率の良いアルゴリズムを考えること
は重要だと思います。

アルゴリズムの練習のための教材

　アルゴリズムとはいえないかもしれませんが、日常
生活でも自然に行動の流れの順番を考えて生活してい
ると思います。例えば、「朝起きて、歯を磨いて、朝
食を食べて、着替えて、駅に行って、……」というよ
うな流れです。しかし、寝坊した場合は、「朝起きて、
着替えて、最も速く行ける方法を考えて、……」のよ
うに変更する必要があり、自然に行うべき行動を考え
ています。
　アルゴリズムの作成が苦手な学生のために、【図1】
のような教材を作成しました。これは、パソコンの電
源を入れるときの処理です。手順を考えて、左側のボ
タンをクリックすると処理内容や流れ図の表示が出て
きます。車の動かし方、目玉焼きの作り方、チケット
の予約など【図2】のような練習用の教材をいくつか
作成し、学生に使用させています。
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【図1】パソコンの電源を入れる処理

【図2】アルゴリズムの練習のための教材
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【図1】パソコンの電源を入れる処理

【図2】アルゴリズムの練習のための教材


